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上維持は良好で あ っ た . 現在まで の と こ ろ 1 0 病

変に対 して施行 し,
一 括切除率は 80 % , 偶発症 の

発症を認め なか っ た .

内視鏡先端にキ ャ ッ プを装着せ ずニ
ー
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フ によ る粘膜 下層切離を加 えない 簡便な E M R S H

であ るが
, 病変の安全

･ 確実 な切除と
一

括切除率

向上 に有効な手技であ ると考え た .

21　当科における大腸憩室症―右下腹部痛を訴

える症例の臨床的検討―

櫻井加奈子・大竹雅広・角田和彦

長倉成憲・吉田奎介
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【目的】 右下腹部痛を訴 える患者 に つ い て , 大腸

憩室炎の 頻度 と急性虫垂炎と の 差異に つ い て比較

検討した .

【対象 ･

方法】199 2 年か らの 1 0 年間に, 右下腹

部痛を訴え入院した 12 2 例の うち, 確定診断を得

た 5 8 例を対象と した .

【結果】 憩室炎は 21 例で , 右下腹部痛を訴える

症例 の 17 .2 % を占めた . 右側大腸憩室炎 と虫垂炎

の 鐙別点と して , 病状 の進行速度, 悪心や 暗吐 の

有無, 圧痛点 の位置, 右下腹部 の腫癌触知と い う

点 で違い を認め た . 術前検査 は超音波検査および

C T が施行され, 虫垂炎にお い て約 80 % の 正診率

が得 られた .

【結論】 右 下腹部痛を訴える患者の 大腸憩室炎

の 頻度は予想より多く, その 手術適応決定に お い

て は
, 理学所見 に加 え, 超音波検査や C T が有用

であ ると思われた .

22　虫垂瘻からのSteroid antedrug腸内投与が

奏効した潰瘍性大腸炎の2例
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潰癌性大腸炎にお い て従来の 内科的治療に抵抗

する難治例に対 し虫垂療か らの st e r oid a n t e d r u g

注入療法を 2 例 に施行 した の で 報告する .
2 例は

数年にわた り内科的治療を受けて い た が寛解と増

悪を繰 り返 して い た . 今回全 身 st e r oid 療法 に抵

抗性を示 した ため , 腰椎麻酔下 に虫垂療を増設 し

そ こ か ら st e r oid a n t e d r u g の注入療法を開始 した .

両症例 とも約 1 ヶ 月後 の 大腸 内視鏡検査 にて著明

な改善を認 め た . 現在外来に て st e r oid の 減量 を

行 っ て い るが寛解を維持して い る . 以上より虫垂

凄か らの st e r oid a n t e d r u g 注入療法は難治性の 潰

癌性大腸炎に おい て有効な治療の 1 つ と考えられ

た .
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1 　 重 症 の 洞 不 全 症 候 群 が 突 然 生 じ た 1 例
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症例は 82 歳女性. 41 歳時に子宮癌, 4 3 歳時に

転移性肺腫癌の既往がある が, 心疾患 の既往及び

家族歴 は認め ない .

平成 15 年 1 1 月 5 日, 急性骨髄性白血病 にて 当


